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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
11
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

上の写真：カワゲラウォッチング（7月29日開催）
参加した子どもたちは、川の石を拾い上げ、
「いたいた！この虫なんなの！」と言って、

楽しく学んでいました。

いっぺん見てみてみたけ



第１日目（6月9日）

〇議長報告（８件）　〇町長報告（８件）　〇議案の上程、提案理由の説明（11件）
〇議案の審議・採決（１件）

第２日目（6月14日）

〇一般質問（６議員）

第３日目（6月17日）

〇議案の審議・採決（10件）

第２回 定例会  6月9日～17日

■ 令和４年度補正予算などの議案７件、承認３件、発議１件を審議・採決
■ 6議員が町政について質問

補
正
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
実
施
事
業
な
ど
に

よ
る
補
正
。

歳
入
で
は
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
な
ど
の

増
額
で
す
。

歳
出
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
の
各
種
経

費
の
増
額
、
伏
見
小
学

校
大
規
模
改
造
工
事
修

正
設
計
業
務
委
託
料
の

追
加
が
主
な
も
の
と
な

り
ま
す
。

令
和
４
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
の
経
済
対
策
の
一

環
と
し
て
、
18
歳
未
満

の
子
ど
も
を
養
育
す
る

父
母
等
で
令
和
４
年
度

住
民
税
（
均
等
割
）
非

課
税
の
方
ま
た
は
家
計

急
変
に
よ
り
収
入
が
住

民
税
非
課
税
相
当
と

な
っ
た
方
を
対
象
に
、

児
童
一
人
あ
た
り
５
万

円
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
る
補
正
で
す
。

歳
入
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
交
付

金
の
増
額
で
す
。

歳
出
で
は
、
事
業
の

実
施
に
伴
う
各
種
必
要

経
費
の
増
額
で
す
。

令
和
４
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第1号） 1億3,929万5千円の増額 109億3,729万５千円

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第2号） 597万8千円の増額 109億4,327万３千円

みたけ議会のたより （令和4年9月1日号）
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人
　
　
事

報
　
　
告

条
例
の
改
正

●
代
表
監
査
委
員
の
選
任

代
表
監
査
委
員
に
安あ
ん
藤ど
う
雅ま
さ
博ひ
ろ
氏
が

選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
（
再
任
２
期

目
）。任

期
は
令
和
４
年
６
月
17
日
か
ら

令
和
８
年
６
月
16
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

●
夫
婦
・
親
子
同
氏
を
維
持
し
、
旧

姓
の
通
称
使
用
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

●
陳
情
書
（
女
性
ス
ペ
ー
ス
を
守
る

会 

ー 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
案
に
お
け
る

『
性
自
認
』
に
対
す
る
慎
重
な
議

論
を
求
め
る
会 

ー
）

●
国
民
の
休
日
「
海
の
日
」
を
７
月

20
日
に
固
定
化
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情

●
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
な
い
安

全
保
障
政
策
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

●
定
例
監
査
実
施
報
告
書

●
随
時
監
査
実
施
報
告
書

●
財
政
援
助
団
体
等
監
査
実
施
報
告

書
●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ

い
て
（
令
和
４
年
２
月
分
か
ら
４

月
分
ま
で
）

議
長
報
告

●
令
和
３
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予

算
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

●
令
和
３
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予

算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予

算
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
御
嵩
町
水
道
事
業
会

計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て　

町
施
）
可
児
御
嵩
バ
イ
パ
ス
交
差

点
改
良
御
嵩
地
区
舗
装
工
事
）

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て　

町
施
）
可
児
御
嵩
バ
イ
パ
ス
交
差

点
改
良
古
屋
敷
地
区
舗
装
工
事
）

●
御
嵩
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

●
町
有
地
の
信
託
に
係
る
事
務
の
処

理
状
況
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

町
長
報
告

●
御
嵩
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
改
正

審
査
手
続
き
に
お
け
る
利
便
性
の

向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

審
査
手
続
き
書
類
へ
の
押
印
等
を
不

要
と
す
る
改
正
で
す
。

●
御
嵩
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

国
の
各
種
改
正
に
伴
う
非
常
勤
職

員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

等
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
と
の
均

衡
を
図
る
た
め
の
改
正
で
す
。

安藤雅博 氏（南町）▲決算審査のようす

みたけ議会のたより  （令和4年9月1日号）
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き
い
て
み
た
い
な
、

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

内容について
掲載してある質問、答弁は要約とな

っております。会議録は町ホームペー
ジや議会事務局で閲覧できます。

一般質問とは？
皆さんの生活にかかわる大切な内容
について、議員が町に対して質問を行
います。今回の一般質問であなたの生
活にかかわる内容はありますか？

文責についてお知らせ
一般質問の「問・答」は、質問議員

本人の文責です。一般質問のページに
掲載した内容について、議員に直接連
絡がつかない場合は、ご質問の内容、
お名前、連絡先（住所、電話番号等）
を添えて、議会事務局まで書面にてお
届けくだされば、各議員に連絡いたし
ます。

審 結議 果

■一般質問
５ページ
岡本　隆子　議員
○リニア残土について

町民への説明のあり方と解決策
奥村　悟　議員
○御嵩町薬師祭礼の継承について

６ページ
大沢　まり子　議員
○町民の生命と暮らしを守る対策を

７ページ
安藤　信治　議員
○御嵩町の重要施策等の実現に向けて
清水　亮太　議員
○教育行政について

８ページ
安藤　雅子　議員
○公共施設基金、管理計画について

（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度御嵩町一般会計補正予算（第12号）） 原案可決

承認第３号
専決処分の承認を求めることについて

（御嵩町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一
部を改正する条例の制定）

原案可決

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて
（御嵩町町税条例等の一部を改正する条例の制定） 原案可決

議案第26号 御嵩町監査委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意

議案第27号 令和４年度御嵩町一般会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第28号 御嵩町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第29号 御嵩町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第30号 普通財産の無償譲渡について 原案可決

議案第31号 不動産の信託の変更について 原案可決

議案第32号 令和４年度御嵩町一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

発議第２号 御嵩町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決

全て全会一致
でした！

みたけ議会のたより （令和4年9月1日号）
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祭
礼
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
御
嵩
町
薬
師
祭

礼
が
保
存
会
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
り
存
続
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

祭
礼
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
何
が

で
き
る
の
か
、
町
の
姿
勢
を
問
い
た

い
。

①
大
山
、
曳
山
の
保
存
の
方
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
新
し
い
組
織
の
会
合
が
開
か
れ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
と
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
。

③
薬
師
祭
礼
を
守
り
続
け
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
町
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
り
を
持
つ
の
か
。

　
　

�

【
教
育
参
事
】

①
本
堂
修
理
工
事
完
了
後
、
従
来
通

り
本
堂
床
下
で
の
収
納
は
、
防
災
・

防
火
面
か
ら
難
し
い
。
新
た
な
収
蔵

庫
を
整
備
す
る
と
し
て
も
、
国
・
県

に
よ
る
補
助
制
度
が
な
く
、
財
源
の

確
保
が
大
き
な
課
題
。
現
状
と
し
て

課
題
が
多
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

②
５
月
19
日
、「
御
嵩 

薬
師
祭
礼 

保

存
会 

役
員
・
協
力
者
会
議
」
と
題

し
て
、
薬
師
祭
礼
保
存
会
役
員
の
ほ

か
、
関
心
の
高
い
町
民
10
名
が
参
加

さ
れ
た
。
組
織
の
強
化
や
、
祭
礼
用

具
等
の
計
画
的
な
補
修
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
当
面
は
、
規
模
を
縮
小
し

て
実
施
を
す
る
の
が
現
実
的
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
　

�

【
町
長
】

③
薬
師
祭
礼
に
つ
い
て
、
今
後
は
、

上
之
郷
か
ら
伏
見
ま
で
全
町
の
祭
礼

で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
町
民

全
体
で
関
与
す
る
こ
と
に
積
極
的
に

な
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
の
手
法
を
探
し
て
、
答
え
を
求
め

て
い
き
た
い
。
議
員
に
も
十
分
に
関

わ
っ
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

問答

答

　
　
①
リ
ニ
ア
残
土
処
分
に
つ
い
て
、

町
民
に
説
明
や
意
見
を
聴
取
す
る
こ

と
も
な
く
町
有
地
に
要
対
策
土
を
受

け
入
れ
前
提
と
し
て
協
議
に
入
る
と

さ
れ
た
町
長
の
見
解
は
。

②
要
対
策
土
受
け
入
れ
前
提
の
協
議

に
入
る
と
言
い
、
一
方
で
J
R
に

は
受
け
入
れ
先
を
探
す
よ
う
提
案
す

る
と
い
う
矛
盾
の
見
解
は
。

③
解
決
策
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

�

【
町
長
】

①
私
は
「
受
け
入
れ
を
前
提
に
協
議

に
入
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
理
由

は
何
度
も
答
え
た
と
お
り
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
そ
の
協
議
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
重
要
な
合
意
形
成
の
場
で

あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。
前
提
と
し

た
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
も
投
げ
か
け
て
お
り
、
ぜ

ひ
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
③
議
員
が
度
々
発
言
さ
れ
て
い
る

処
分
地
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、

現
在
は
無
い
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、

要
対
策
土
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
処

理
業
者
に
は
容
積
処
理
能
力
は
な
い

と
い
う
こ
と
は
以
前
に
も
答
え
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
確
認
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
趣
旨
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
は
、

他
に
処
分
地
が
あ
れ
ば
持
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
こ
と
、
ま
た
、
早
い
段
階

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
で
要
対
策
土
の
処

理
方
法
を
開
発
し
た
ら
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
処
理
技

術
が
発
展
し
、
開
発
で
き
た
と
き
に

御
嵩
町
の
残
土
を
処
理
し
て
く
れ
れ

ば
よ
い
と
い
う
こ
と
を
提
言
し
て
い

る
。

問答

リ
ニ
ア
残
土
に
つ
い
て
町
民
へ
の

説
明
の
あ
り
方
と
解
決
策

御
嵩
町
薬
師
祭
礼
の

継
承
に
つ
い
て

岡本隆子　議員

奥村悟　議員

みたけ議会のたより  （令和4年9月1日号）
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通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
昨
年
の
通
学
路
点
検
の
結
果
と
対

応
状
況
は
。

②
危
険
個
所
の
注
意
喚
起
を
道
路
上

に
表
記
で
き
な
い
か
。

　
　

�

【
教
育
参
事
】

①
昨
年
10
月
18
日
、
国
交
省
を
は
じ

め
と
す
る
各
関
係
機
関
で
、
合
同
点

検
を
実
施
し
た
。
対
策
が
必
要
と
さ

れ
た
７
箇
所
の
う
ち
、
県
の
管
理
下

の
４
箇
所
で
は
、
横
断
歩
道
の
視
認

性
向
上
な
ど
の
対
策
が
順
次
進
め
ら

れ
る
。
２
箇
所
は
、
建
設
課
の
管
理

下
で
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
が
今
年

度
中
に
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

残
り
１
箇
所
が
、
向
陽
通
り
の
点

滅
信
号
交
差
点
で
あ
る
が
、
こ
の
交

差
点
で
は
昨
年
５
月
に
、
自
動
車
と

小
学
生
児
童
と
の
接
触
事
故
が
発
生

し
て
お
り
、
信
号
機
を
残
し
な
が
ら
、

更
な
る
安
全
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
に
要
望
し
て
行
く
。

【
総
務
部
長
】

②
一
般
的
に
交
通
規
制
に
関
わ
る
施

設
以
外
の
交
通
安
全
施
設
は
、
緊
急

性
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
交
通
安
全

施
設
設
置
要
望
会
議
に
お
い
て
協
議

問答

を
実
施
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
施

設
に
つ
い
て
町
の
予
算
の
中
で
優
先

順
位
を
考
慮
し
対
策
を
実
施
す
る
。

【
建
設
部
長
】

②
道
路
管
理
者
が
警
察
と
相
談
の
上
、

危
険
個
所
の
注
意
喚
起
を
道
路
上
に

標
示
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
る
。

向
陽
通
り
点
滅
信
号
交
差
点
に
つ
い

て
も
、
交
通
安
全
施
設
設
置
要
望
会

議
で
道
路
管
理
者
へ
要
請
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
警
察
に
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
物
価
高
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
対

策
を

①
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
本
町
の

限
度
額
は
。

②
給
食
費
の
負
担
軽
減
へ
の
活
用
は
。

③
公
共
料
金
の
負
担
軽
減
へ
の
活
用

は
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
の
交
付
限
度
額
は
、

５
，１
０
７
万
８
，０
０
０
円
。

②
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
鮮
食
品
等
の

物
価
は
少
な
か
ら
ず
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
上
昇
率
と
な
っ
て
お
り
、
学

校
給
食
の
現
場
で
も
前
年
同
月
比

13
・
７
％
上
昇
し
て
い
る
。

学
校
給
食
等
の
負
担
軽
減
な
ど
住

民
に
対
す
る
支
援
の
方
法
と
し
て
、

物
価
高
騰
に
対
応
で
き
る
よ
う
直
接

給
付
す
る
方
法
と
減
免
な
ど
に
よ
り

物
価
高
騰
分
に
補
っ
て
も
ら
う
間
接

給
付
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。

現
在
は
学
校
な
ど
給
食
食
材
高
騰

対
応
事
業
や
水
道
料
金
減
免
事
業
な

ど
支
援
策
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
公

平
性
も
高
く
、
よ
り
効
果
的
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
。

問

答

向陽通り点滅信号交差点

町
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
対
策
を

大沢まり子　議員

みたけ議会のたより （令和4年9月1日号）
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①
教
育
長
と
し
て
の
所
信
は
。

②
21
世
紀
御
嵩
町
教
育
・
夢
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
の
所
感
は
。

③
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
の
現

状
に
つ
い
て
の
所
感
は
。

④
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
に
つ

い
て
の
今
後
の
計
画
は
。

　
　

�

【
教
育
長
】

①
「
教
育
」
は
町
づ
く
り
の
根
幹
を

な
す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
、
願
い
を
共
有
し
な
が
ら
、「
学

力
の
向
上
」「
人
権
を
尊
重
す
る
心
」

「
ふ
る
さ
と
教
育
」に
力
を
入
れ「
笑

顔
」
の
実
現
に
向
か
い
た
い
。

②
「
21
世
紀
御
嵩
町
教
育
・

夢
プ
ラ
ン
」
は
、
御
嵩
町
の

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く

根
幹
で
あ
る
。
社
会
の
進
展

や
、
時
代
の
要
請
、
国
の
施

策
等
を
見
通
し
な
が
ら
、
進

捗
状
況
を
定
期
的
に
点
検
・

評
価
し
、
随
時
更
新
し
て
い
く
。

③
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
は
、

情
報
化
社
会
を
生
き
て
い
く
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら

れ
て
き
た
学
習
の
ス
タ
イ
ル
も
大
切

な
学
び
方
。
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
た
教
育
を
大

切
に
し
た
い
。

④
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
改
善

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
子
ど
も

自
身
が
自
ら
学
び
を
獲
得
し
て
い
く

ツ
ー
ル
と
し
て
、
I
C
T
の
活
用

効
果
を
期
待
す
る
。

問答

　
　
岐
阜
県
と
の
職
員
人
事
交
流
の

も
と
御
嵩
町
に
赴
任
さ
れ
、
ま
ず

も
っ
て
御
嵩
町
を
ど
の
よ
う
な
町
だ

と
思
わ
れ
た
か
。
ま
た
、
御
嵩
町
に

お
け
る
重
要
諸
施
策
等
に
つ
い
て
、

そ
の
実
現
等
に
向
け
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
る
か
。
そ
の
思
い
、

抱
負
等
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

　
　

�

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

本
町
は
文
化
・
歴
史
的
価
値
を
持

つ
史
跡
や
街
並
み
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
た
観
光
面
の
み
な
ら
ず
、
利
便
性

の
高
い
交
通
網
や
商
業
施
設
、
身
近

な
森
林
里
山
な
ど
住
み
や
す
さ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、
地
理
的
な
発

展
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
も
あ
る
。
他
と

比
較
し
て
も
負
け
て
い
な
い
と
の
認

識
で
あ
る
。

次
に
、
現
在
、
将
来
を
見
据
え
て

進
め
る
べ
き
重
要
施
策
が
目
白
押
し

で
あ
る
。
亜
炭
鉱
跡
防
災
対
策
・
新

庁
舎
建
設
・
リ
ニ
ア
発
生
土
置
き
場

は
、
い
ず
れ
も
将
来
に
関
わ
る
大
き

く
、
か
つ
待
っ
た
な
し
の
事
業
で
あ

る
と
と
も
に
、
多
く
の
関
係
者
と
の

綿
密
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
ご
理

解
い
た
だ
く
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
大

事
に
し
、
丁
寧
に
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
着
実
に
進
め
た
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
と
ら
わ
れ
ず
、
コ
ロ
ナ
後

の
姿
を
見
据
え
た
上
で
、
本
町
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
せ
る
施
策
に
も

柔
軟
に
取
り
組
み
た
い
。

問答

御
嵩
町
の
重
要
施
策
等
の

実
現
に
向
け
て

田
た
中
なか
克
かつ
典
のり
企画調整担当参事

教育夢プラン

教
育
行
政
に
つ
い
て

清水亮太　議員

安藤信治　議員

みたけ議会のたより  （令和4年9月1日号）
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公
共
施
設
管
理
計
画
に
対
す
る

住
民
へ
の
情
報
提
供
や
意
見
の
聞
き

取
り
等
、
検
討
は
い
つ
か
ら
始
め
る

の
か
。
公
共
施
設
基
金
の
創
設
は
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
創
設
の
時
期

は
い
つ
頃
か
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

現
在
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
役
場
本

庁
舎
、
中
保
育
園
、
中
児
童
館
の
新

庁
舎
等
整
備
事
業
と
、
老
朽
化
が
著

し
い
伏
見
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

を
最
優
先
事
業
と
し
て
進
め
て
お
り
、

ど
ん
な
に
早
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
完

了
を
見
据
え
た
時
期
か
ら
の
検
討
に

な
る
。

将
来
の
公
共
施
設
の
修
繕
、
更
新

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
財
源

を
確
保
し
、
長
期
に
わ
た
り
健
全
な

財
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
の
管
理

基
金
の
創
設
は
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
の
基
金
の
運
用
原

資
、
活
用
事
業
な
ど
検
討
を
始
め
る
。

問答

公
共
施
設
基
金
、
管
理
計
画

に
つ
い
て

老朽が進む中公民館

審 結議 果審 結議 果
議案番号 事　　件　　名 結果

議案
第33号

令和４年度御嵩町一般会計補正
予算（第３号）について

可決
（全員賛成）

議案
第34号

令和４年度御嵩町水道事業会計
補正予算（第１号）について

可決
（全員賛成）

議案
第35号 財産の取得について 可決

（全員賛成）

議案
第36号 財産の取得について 可決

（全員賛成）

発議
第３号

民主主義社会における暴力を非
難する決議

可決
（全員賛成）

請願
第１号

新庁舎等整備事業の早期実施に
関する請願書

採択
（賛成多数）

議案番号 事　　件　　名 結果

議案
第37号

工事請負契約の締結について
（令和４年度南海トラフ巨大地震に備え
た亜炭鉱跡対策事業第２期防災工事）

可決
（全員賛成）

議案
第38号

工事請負契約の締結について
（令和４年度南海トラフ巨大地震に備え
た亜炭鉱跡対策事業第３期防災工事）

可決
（全員賛成）

議案
第39号

工事請負契約の締結について
（令和４年度南海トラフ巨大地震に備え
た亜炭鉱跡対策事業第６期防災工事）

可決
（全員賛成）

議案
第40号

工事請負契約の締結について
（令和４年度南海トラフ巨大地震に備えた
亜炭鉱跡対策事業第７－２期防災工事）

可決
（全員賛成）

議案
第41号

工事請負契約の締結について
（御嵩町エレベーター設備改修工事）

可決
（全員賛成）

第3回 臨時会
令和4年8月9日

第2回 臨時会
令和4年7月27日

議案５件を審議・採決しました。 議案４件、発議１件、請願１件を
審議・採決しました。

安藤雅子　議員

みたけ議会のたより （令和4年9月1日号）
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みたけ議会のたより  （令和4年9月1日号）

9

第
２
回
臨
時
会

「請願第1号　新庁舎等整備事業の早期実施に関する請願書」の討論内容

このページに掲載した各意見は、発言議員本人の文責です。
※次ページに提出された請願書を掲載しています。

中保育園の建て替えが急務であることは理解できるが、新庁舎整備と保育園をセットで計画すること自
体、保育行政の失策であると言わざるを得ない。新庁舎整備については予算規模、町民への説明不足等、
納得がいかない状況下においてはこの請願に賛成はできない。

杉山第三学園からの請願は新庁舎整備事業の早期実施を願うものであり、現在の中保育園の園舎は老朽
化が進んでいることから、園児の命が危険にさらされていることを大変危惧されている。よって、早期の
開園に向けて現在の候補地で進めることが一番早いと考えるものである。震度6以上の地震が発生した時
には庁舎が危険であること、保育園、児童館はそれにも増して耐震が弱いということから、幼い子どもた
ちの命を守るために、なるべく早く庁舎、保育園、児童館の整備を進めていかなけければならないと考え、
今回の請願は採択するべきである。

現在の場所で建て直すことが最適だと考えている。新庁舎移転候補地の場所ではまだ亜炭鉱廃坑の充填
ができておらず、充填してから建てることになると完成がいつになるかわからない。現在の場所で早く子
どもたちの安全と保育士たちが快適に保育できる環境を作ってあげることが一番だと思う。よってこの請
願に反対する。

新庁舎整備特別委員会では庁舎を移転して新築するという方向性を示し、全会一致で21号バイパスエ
リアを特別委員会の結論とした。また、平成28年2月の庁舎整備検討委員会の整備方針の答申の中では、
他の公共施設の整備について複合化や多機能化等、移転によって期待される効果を十分検討することとの
意見も出た。中保育園は建築から51年が経過し、老朽化が著しく進んでいる。中保育園を庁舎の移転と
同時に21号バイパスエリアに決定したことで後戻りせず進める必要がある。いつ発生するかもしれない
巨大地震に不安を抱きながら園児を預かる杉山第三学園、園に通わせる保護者の気持ちを思うと少しでも
早く取り掛かることを切に望むことから、この請願に賛成する。

新庁舎等整備事業は、命を守る防災・減災対策事業である。園児の命を守るためにも新庁舎移転候補地
での事業を一刻も早く進めていただきたいという請願者の思いを重く受け止め、新庁舎移転候補地に対す
る県の農地転用の許可が下りない原因となっている４名の反対表明者に対し、賛成に回っていただきたい
と願い請願に賛成するものである。

新庁舎等建設予定地である21号バイパスエリアへの庁舎等の移転に反対していると思われる4名の議員
が、農地法第5条の許認可を所管する岐阜県農政部あてに役場庁舎の「事務所移転の特別議決」に反対す
る旨を記載した要望書を突然提出したことによって、中保育園等の新築用地を含めた新庁舎等整備事業が
滞っているのはまぎれもない事実である。反対していると思われる議員は、早く事業を進めるためには「中
保育園は現在の場所や近隣で新たに土地を求めて建てた方が良い。早い」と言われるが、4人のうち1人
でもバイパスエリアへの移転に賛成してくれれば、すぐに許可が下りて、その方が中保育園も早くできる。
杉山第三学園からの請願は、「バイパスエリアの新庁舎等建設予定地での中保育園の新設」を強く望んで
おられるというのがこの請願の趣旨である。

21号バイパスエリアは、近くに御嵩駅、願興寺、中山道御嶽宿、みたけの森があり、新庁舎等が建設
された後は、保育園の近くにホール、防災広場などができることになる。新庁舎等が建設された後にはバ
イパスエリアはまちづくりの中心地となり、周辺に建物も増えていくだろう。これから町がどんどん発
展していく姿を子どもたちに見てもらいながら保育をすることができる、非常に良い場所である。10年、
20年、30年先のまちづくりを考えれば、あの場所は発展していくべき場所である。

岡本　隆子 議員

安藤　雅子 議員

福井　俊雄 議員

奥村　悟 議員

大沢　まり子 議員

安藤　信治 議員

清水　亮太 議員

反　対

賛　成

反　対

賛　成

賛　成

賛　成

賛　成



学校法人杉山第三学園より提出された請願書

【賛否状況】○…賛成
×…反対
欠…欠席
－…議長のため採決に加わらない

【議決結果】◎…採択
●…不採択

議　　　員　　　名
議 

決 

結 

果

高
山
　
由
行

清
水
　
亮
太

福
井
　
俊
雄

奥
村
　
　
悟

安
藤
　
信
治

伏
屋
　
光
幸

安
藤
　
雅
子

山
田
　
儀
雄

大
沢
ま
り
子

岡
本
　
隆
子

谷
口
　
鈴
男

請願第１号 － ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ◎
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（5月～7月）議

お知らせ

本会議�
議案などを審議し、議会の最終
的な意思を決定する、全議員で構
成する会議です。議長が議事を進
行します。
一般質問�
議員が、定例会本会議において、
議案に関係なく広く行政全般にわ
たって、執行部の報告、説明、所
信の表明を求め、疑問点をただす
ことです。
委員会�
議会の内部審査・調査機関とし
ての（常任・議会運営・特別）委
員会があります。
審議�
議案などについて説明を聞き、
質疑し、討論をし、表決をする一
連の流れのことです。

ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役場２階）で住所、
氏名などを所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。
　　　　感染症予防のため、マスクの着用、手指の消毒をお願いしま
す。また、発熱、せき、くしゃみ、のどの痛みなどの症状がある場合
は、傍聴をご遠慮ください。（受付時の検温にご協力ください）

お願い 一般質問の模様が生中継（場
合によっては録画放送）されま
す。ぜひ、ご覧ください。

月　日 曜日 会議 内　容

9月  1日 木 本会議 会期の決定、諸般の報告、議
案の上程及び提案理由の説明

7日 水 本会議 一般質問

8日 木 本会議 一般質問、議案の委員会付託

14日 水 委員会 付託事件の審査（民生文教）

16日 金 委員会 付託事件の審査（総務建設産業）

21日 水 本会議
議案の審議及び採決
付託事件の審査結果報告並び
に審議及び採決

議会を傍聴しませんか

次回
令和４年
第３回定例会（予定）
９月１日㈭から９月21日㈬

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会を傍聴するには？？ 一般質問はケーブルテレビ
可児でご覧いただけます

会 日 誌
5月

13日 議会報編集委員会
20日 議会運営委員会
24日 可茂町村議会議長会第1回議長会
25日 全員協議会

総務建設産業常任委員会協議会
新丸山ダム建設促進期成同盟会総会

26日 民生文教常任委員会協議会
27日 御嵩町商工会第62回通常総代会
30日 町村議会議長・副議長研修会

6月
  2日 全員協議会

議会運営委員会

  7日 全員協議会
議会報編集委員会

12日 第1回可茂地域一部事務組合議会臨時会
15日 全員協議会
18日 新庁舎等整備事業関係者説明会
19日 可児市・御嵩町中学校組合議会第1回

臨時会
20日 四線促進期成同盟会総会

議会報編集委員会
22日 全員協議会

議会運営委員会
25日 リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成

同盟会定期総会
26日 可茂町村議会議員研修会
27日 第2回臨時会
28日 教育センター夏期研修講座（議場見学）

  9日 第2回定例会（初日）
全員協議会

11日 中央新幹線岐阜駅（仮称）ほか
新設安全祈願・起工式

14日 第2回定例会（一般質問）
全員協議会

15日 全員協議会
17日 第2回定例会（最終日）

議会報編集委員会
21日 可茂町村議会議長研修会

7月
  1日 国土交通省・御嵩町事業連絡調整会議
  4日 可茂土木事務所行政懇談会
  5日 東海環状自動車道中東濃地域建設促進

協議会総会

みたけ議会のたより  （令和4年9月1日号）
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T
O

P
IX

議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
12
月
１
日
発
行（
第
３
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和4年9月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

可
茂
町
村
議
会
議
員
研
修
会

７
月
26
日（
火
）、シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
美
濃
加
茂
で
可
茂
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、「
助
け
合

い
こ
そ
が
心
と
人
生
を
豊
か
に
す

る
」
と
題
し
て
、
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス

C
o
C
o
壱
番
屋
の
創
業
者
で

あ
る
宗む
ね

次つ
ぐ

德と
く

ニじ

さ
ん
に
よ
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
小
中
学
校
教
職
員
が

議
場
を
見
学

７
月
28
日（
木
）に
、
教
育
セ
ン

タ
ー
夏
期
研
修
講
座
と
し
て
、
今

年
度
町
内
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ

た
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
議
場
の
見

学
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
実
際
に

席
に
着
い
て
発
言
を
す
る
な
ど
、

議
会
の
様
子
を
体
験
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
を

受
賞山

田
儀
雄
議
員
が
、
長
年
に
わ

た
る
議
員
の
功
績
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
の
岐
阜
県
各
界
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

山
田
議
員
は
現
在
３
期
目
で
、

平
成
29
年
７
月
か
ら
令
和
元
年
７

月
ま
で
議
長
を
、
令
和
３
年
７
月

か
ら
は
副
議
長
に
就
任
し
て
い
ま

す
。

今
年
の
夏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

第
７
波
の
感
染
拡
大
や
連
日
35
度
を
超
え

る
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
移
動
を
自
粛
し

各
々
の
家
で
過
ご
す
人
が
増
え
ま
し
た
。

今
号
の
表
紙
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が

制
約
さ
れ
る
な
か
、
小
学
生
を
対
象
に
夏

休
み
に
行
わ
れ
た
「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」
の
様
子
で
す
。
川
遊
び
の
機
会
も

少
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
川
に
住

む
生
き
物
を
捕
ま
え
て
網
で
す
く
う
姿
は
、

微
笑
ま
し
く
清
々
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

今
の
御
嵩
町
議
会
は
、
自
由
に
意
見
を

述
べ
合
え
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
で
、
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が

住
民
の
声
を
町
に
し
っ
か
り
と
届
け
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

問
わ
れ
る
議
員
の
資
質
！
御
嵩
町
議
会

基
本
条
例
前
文
に
、「
議
会
は
（
中
略
）

自
由
闊
達
な
討
議
を
と
お
し
て
、
最
良
な

意
思
決
定
を
行
う
議
事
機
関
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
り

ま
す
が
、
自
由
奔
放
と
な
っ
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

議
員
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　

今
号
は
「
住
民
を
主
役
に
」
と
、
表
紙

を
変
え
て
み
ま
し
た
。
思
わ
ず
手
に
取
っ

て
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
せ
ん
か
？
今
後

も
「
住
民
が
主
役
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、〝
伝
え
る
議
会
の
た
よ
り
〟
で
は
な
く
、

〝
伝
わ
る
議
会
の
た
よ
り
〟
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。�

（
Ｏ
・
Ｓ
）

暫
時
休
憩


